
テスラ：環境か金儲けか？ Apples は環境配慮！ 

イーロンマスは、環境のためにテスラを作ったのか、ただの金儲けか、スティーブジョブスのアップ

ルはパソコンの梱包にも環境に配慮していた 

ChatGPT: 

とても核心を突く問いです。 

「イーロン・マスクのテスラは環境のためか、金儲けか？」については、**答えは「両方」**です。た

だし、時期によって彼の動機や優先順位は変化しています。 

     【イーロン・マスクとテスラ：環境か金儲けか？】 

■ 初期（2000 年代〜2010 年代前半）：理想主義的な動機が強かった 

• イーロン・マスクは 2004 年からテスラに関わり、当初は明確に「地球温暖化の抑制」「持続

可能なエネルギー社会の実現」を掲げていました。 

• 彼は「ガソリン車依存からの脱却が人類の生存に不可欠」と本気で信じており、PayPal で

得た私財をかなりのリスクで投資しています。 

    この段階では、動機は真剣な環境意識だったと多くの関係者も証言しています。 

■ 中期（モデル S 成功以降〜2020 年頃）：ミッション＋成長戦略 

• 「クルマはカッコよくないと売れない」という考えで、テスラは EV でありながら高性能・高級

路線へ。 

• 同時に、ソーラーパネル事業やパワーウォール（家庭用蓄電池）も進め、「再生可能エネル

ギーによる生活全体の革新」を提案。 

    環境とビジネスの両立を志向した時期。イメージと売上が両立し始めた。 

■ 近年（2020 年以降〜現在）：株価・影響力・発言の変質 

• 巨額の報酬や株価操作的発言が注目されるように。 

• X（旧 Twitter）買収や、AI、宇宙（SpaceX）、脳接続（Neuralink）など多方面に拡大。 

• テスラの EV 生産でも、「中国依存」「鉱山の倫理性」「自動運転の誇張」など、環境正義や

誠実さから外れつつある点も見られる。 

    ビジネスの巨大利益や投資家利益が前面に出てきたが、環境ミッションを完全に放棄したわ

けではない。 



     【スティーブ・ジョブズと Apple の環境配慮】 

• ジョブズ晩年、Apple は製品素材・包装材・電力調達において、環境への配慮を深めてい

ました。 

• たとえば： 

o 再生可能素材使用（梱包材、アルミニウムなど） 

o 製造・流通における CO₂削減 

o Apple Store の電力を再生可能エネルギーに 

• 彼の「シンプルさ」と「無駄を削る哲学」が自然と環境配慮につながった面もあります。 

    ジョブズは環境活動家ではなかったが、「美意識と倫理」が結果的に環境への配慮にもつな

がっていた。 

            まとめ：理念 vs ビジネスのバランス 

比較軸 イーロン・マスク（テスラ） スティーブ・ジョブズ（Apple） 

初期動機 地球環境の危機感 テクノロジーと美の融合 

儲けの意識 成長と投資家利益も強く意識 利益よりも体験と製品美重視 

環境配慮 初期は明確、近年やや商業寄り 晩年ほど顕著、静かな配慮型 

社会的発信 政治的・挑発的 控えめ・製品で語る 

         補足 

イーロン・マスクを「ただの金儲け主義者」と切り捨てるのは早計ですが、「理想を掲げながら巨大

資本と権力を手に入れ、いまそのバランスが問われている人物」と見るのが公平です。 

必要あれば「テスラの CO₂ライフサイクル分析」「バッテリー原材料と倫理問題」「環境正義と格差

の視点」など、さらに深堀できます。 
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